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◆
平
成
22
年
度
東
秩
父
村
一
般
会
計

ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
、
老
人
保
健
、

介
護
保
険
、
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

管
理
事
業
、
後
期
高
齢
者
医
療
、
簡

易
水
道
事
業
、
村
営
バ
ス
事
業
の
７

つ
の
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆
平
成
23
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
国

民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、
簡
易
水

道
の
各
特
別
会
計
の
補
正
予
算
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
歳
入
に
お
い
て

普
通
交
付
税
の
交
付
額
と
平
成
22
年

度
か
ら
の
繰
越
金
額
が
確
定
し
た
こ

と
、
歳
出
に
お
い
て
は
、
皆
谷
児
童

館
屋
根
改
修
工
事
や
村
道
２
４
１
６

号
線
法
面
整
備
工
事
な
ど
を
盛
り
込

み
、
２
億
４
４
４
７
万
８
千
円
を
増

額
し
ま
し
た
。

　

各
特
別
会
計
も
平
成
22
年
度
か
ら

の
繰
越
金
が
確
定
し
た
た
め
の
補
正

　

９
月
７
日
・
８
日
の
２
日
間
、
９
月
村
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
で
は
、
平
成
22
年
度
一
般
会

計
を
は
じ
め
、
７
つ
の
特
別
会
計
の
決
算
認
定
を
含
む
19
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
の
議
案
も
原
案
の
と
お
り

認
定
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
認
定

補
正
予
算

措
置
で
、
国
保
で
２
０
０
０
万
円
、

介
護
で
１
３
７
６
万
５
千
円
、
簡
易

水
道
で
45
万
６
千
円
を
増
額
し
ま
し

た
。

◆
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

（
内
容
）
「
現
下
の
厳
し
い
経
済
状

況
及
び
雇
用
情
勢
に
対
応
し
て
税
制

の
整
備
を
図
る
た
め
の
地
方
税
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
平
成

23
年
６
月
30
日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
東
秩
父
村
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
東
秩
父
村
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
内
容
）
人
事
院
規
則
の
一
部
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
時
間
外
勤

務
手
当
の
算
定
の
対
象
規
定
を
整
備

す
る
も
の
で
す
。

◆
比
企
土
地
開
発
公
社
の
解
散
に
つ

い
て

（
内
容
）
所
期
の
目
的
を
達
成
し
た

こ
と
に
よ
り
、
公
有
地
の
拡
大
の
推

条
例
改
正
等

進
に
関
す
る
法
律
第
22
条
第
１
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
比
企
土
地
開
発
公

社
を
解
散
す
る
も
の
で
す
。

◆
埼
玉
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減

少
、
同
組
合
の
規
約
の
変
更
及
び
財

産
処
分
に
つ
い
て

（
内
容
）
埼
玉
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
か
ら
鳩
ケ
谷
市
を
脱
退
さ
せ
る

こ
と
及
び
同
組
合
の
規
約
を
変
更
し
、

並
び
に
同
組
合
の
財
産
は
、
鳩
ケ
谷

市
の
脱
退
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
組
合

に
帰
属
さ
せ
る
も
の
で
す
。

◆
東
秩
父
村
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て（
内
容
）
道
路
法
第
８
条
第
２
項
に

基
づ
き
、
道
路
台
帳
に
未
登
載
で
あ

っ
た
２
４
１
６
号
線
を
村
道
と
し
て

管
理
す
る
も
の
で
す
。

◆
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

（
内
容
）
東
小
学
校
校
舎
内
装
木
質

化
工
事
の
請
負
契
約
の
代
金
を
変
更

す
る
も
の
で
す
。

◆
東
秩
父
村
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て

（
内
容
）
委
員
の
眞
下
均
氏
（
大
内

沢
）
が
平
成
23
年
９
月
30
日
を
も
っ

て
任
期
満
了
と
な
る
の
で
、
新
た
に

　
　
　
　

氏
（
坂
本
）
を
任
命
す
る

も
の
で
す
。

人
事
案
件

足
立 

理
助
議
員

質
問　

東
日
本
大
震
災
の
対
応
に
つ

い
て

（
内
容
）
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な

国
難
と
も
言
え
る
災
害
に
対
し
て
、

村
や
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
「
十
分

に
意
を
尽
く
し
た
対
応
が
な
さ
れ
た

の
か
」
お
尋
ね
し
ま
す
。

答
弁　

避
難
者
の
方
の
受
入
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、
東
秩
父

村
ふ
る
さ
と
館
（
旧
大
内
沢
分
校
）

と
村
営
住
宅
坂
本
団
地
の
空
き
室
２

世
帯
分
を
受
入
施
設
と
し
て
準
備
し
、

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
広
く
情
報

提
供
を
行
い
ま
し
た
。

　

物
資
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
水
２
４
０
０
本
を
福
島

県
相
馬
市
へ
提
供
し
、
ま
た
、
義
援

金
に
よ
る
支
援
を
呼
び
か
け
、
役
場

お
よ
び
保
健
セ
ン
タ
ー
に
募
金
箱
を

設
置
す
る
と
と
も
に
、
社
会
福
祉
協

議
会
の
窓
口
に
お
い
て
も
募
金
を
お

受
け
し
ま
し
た
。
８
月
31
日
現
在
で
、

一
般
質
問

１
０
０
万
９
６
７
円
の
義
援
金
を
お

預
か
り
し
、
日
本
赤
十
字
社
へ
送
金

し
ま
し
た
。

質
問　

村
の
保
険
状
況
に
つ
い
て

（
内
容
）
現
在
、
東
秩
父
村
は
、
65

歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
が
全
世
帯
の

20
％
以
上
を
占
め
、
高
齢
化
率
が
30

・
14
％
と
極
め
て
高
い
状
況
で
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、
医
療
保
険

と
り
わ
け
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
被
保
険
者
は
、
健
康
保
険
の

適
用
を
受
け
な
い
人
や
自
営
業
者
が

加
入
し
て
い
ま
す
が
、
最
近
で
は
高

齢
化
の
進
展
に
よ
り
年
金
受
給
者
な

ど
の
無
職
者
が
多
く
占
め
て
い
る
と

伺
っ
て
い
ま
す
。

　

東
秩
父
村
で
は
、
被
保
険
者
に
占

め
る
年
金
受
給
者
の
割
合
は
ど
の
く

ら
い
い
ま
す
か
。
ま
た
、
無
年
金
者

が
何
名
ぐ
ら
い
い
ま
す
か
。

答
弁　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

１
０
７
３
人
の
う
ち
、
年
金
の
受
給

権
が
発
生
す
る
60
歳
以
上
の
方
が
５

７
１
人
（
53
・
２
％
）
お
り
ま
す
。

ま
た
、
８
人
の
方
が
無
年
金
者
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護

保
険
料
、
国
民
健
康
保
険
税
の
収
納

状
況
と
滞
納
金
額
は
ど
の
く
ら
い
で

す
か
。

答
弁　

平
成
22
年
度
分
の
収
納
状
況

に
つ
い
て
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
収
納
額
は
、
特
別
徴
収
が
２
０

１
２
万
９
６
５
０
円
（
５
５
０
人
）
、

９
月
村
議
会
定
例
会

　
　

決
算
認
定
な
ど
19
議
案
を
審
議
・
可
決

９
月
村
議
会
定
例
会

　
　

決
算
認
定
な
ど
19
議
案
を
審
議
・
可
決



普
通
徴
収
が
２
７
８
万
３
３
２
０
円

（
48
人
）
で
、
滞
納
は
あ
り
ま
せ
ん
。

介
護
保
険
料
の
収
納
額
に
つ
い
て
は
、

特
別
徴
収
が
５
９
５
３
万
８
０
０
円

（
１
０
３
０
人
）
、普
通
徴
収
が
２
７

４
万
８
６
０
０
円
（
73
人
）
、
滞
納

額
が
17
万
９
０
０
０
円
（
８
人
）
で

す
。
国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
額
に

つ
い
て
は
、
特
別
徴
収
１
０
０
４
万

３
２
０
０
円
（
94
人
）
、
普
通
徴
収

７
４
４
３
万
１
４
０
０
円
（
５
３
２

人
）
、
滞
納
額
は
１
２
５
万
２
９
０

０
円
（
14
人
）
で
す
。

　

滞
納
者
へ
の
対
応
や
処
置
は
ど
の

よ
う
な
対
策
を
と
っ
て
い
ま
す
か
。

ま
た
、
不
納
欠
損
処
分
の
手
続
き
や

方
法
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
弁　

滞
納
者
へ
は
、
文
書
や
電
話
、

臨
宅
に
よ
る
納
付
交
渉
（
分
納
誓

約
）
、資
産
調
査
（
預
貯
金
・
給
与
）

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
滞
納

者
と
の
面
会
の
機
会
を
増
や
す
こ
と

に
よ
り
、
保
険
税
の
納
付
の
促
進
を

図
る
た
め
、
短
期
被
保
険
者
証
の
交

付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

不
納
欠
損
処
分
は
、
東
秩
父
村
会

計
規
則
第
27
条
に
よ
り
「
欠
損
処
分

を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
欠
損
処

分
の
理
由
及
び
そ
の
調
査
の
結
果
を

記
載
し
た
欠
損
処
分
調
書
を
添
付
し

た
欠
損
処
分
伺
い
に
よ
り
村
長
の
決

裁
を
受
け
る
」
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
が
確
保
さ
れ
な

い
場
合
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
現
在
の
財
政

状
況
か
ら
、
特
別
会
計
へ
ど
の
程
度

の
繰
入
が
可
能
限
度
額
と
考
え
て
い

ま
す
か
。

答
弁　

ど
の
程
度
ま
で
繰
入
可
能
か

に
つ
い
て
は
、
一
概
に
判
断
で
き
ま

せ
ん
が
、
埼
玉
県
内
の
平
均
額
等
か

ら
一
人
当
た
り
１
万
５
０
０
０
円
前

後
ま
で
は
止
む
を
得
な
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
国
民
健
康

保
険
税
や
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
の

手
だ
て
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
か
。

答
弁　

国
保
税
や
介
護
保
険
料
の
上

昇
を
抑
え
る
に
は
、
医
療
費
や
介
護

費
用
の
増
加
を
抑
え
る
こ
と
が
重
要

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
住
民
が
健
康

で
あ
れ
ば
、
医
療
費
や
介
護
に
か
か

る
費
用
は
抑
え
ら
れ
る
わ
け
で
す
の

で
、
住
民
の
健
康
維
持
や
介
護
予
防

に
関
す
る
事
業
の
充
実
を
図
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
現
在
、

保
健
セ
ン
タ
ー
や
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
運
動
教
室
や
各
種
介

護
予
防
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
事
業
を
継
続
し
て
い
く
こ

と
に
よ
り
、
医
療
費
抑
制
、
保
険
税

等
の
抑
制
を
図
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
一
元
化
構
想
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す

か
。

答
弁　

広
域
化
が
実
現
さ
れ
れ
ば
、

市
町
村
の
枠
を
超
え
て
県
内
の
被
保

険
者
が
医
療
費
を
負
担
し
合
う
こ
と

に
な
り
、
県
内
ど
こ
に
住
ん
で
い
て

も
「
同
じ
所
得
な
ら
保
険
税
は
同
じ

額
」
と
な
る
た
め
の
保
険
税
算
定
方

式
に
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
課
題

も
出
て
き
ま
す
が
、
広
域
化
で
保
険

者
が
大
き
く
な
る
こ
と
に
よ
り
、
安

定
し
た
事
業
運
営
が
で
き
る
も
の
と

考
え
ま
す
の
で
、
東
秩
父
村
と
し
て

も
広
域
化
の
実
現
を
望
み
ま
す
。

　
質
問　

東
西
小
学
校
統
合
後
の
通
学

費
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て

（
内
容
）
西
地
区
の
児
童
は
通
学
距

離
が
変
わ
る
た
め
、
生
活
が
一
変
し
、

東
地
区
の
児
童
と
の
体
力
的
な
負
担

に
大
き
な
差
が
生
じ
ま
す
。
こ
の
こ

と
も
考
慮
し
、
経
済
的
な
負
担
を
か

け
な
い
こ
と
を
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
。
村
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
弁　

現
段
階
で
具
体
的
に
決
定
し

て
い
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
基

本
的
に
は
公
共
交
通
機
関
の
利
用
を

中
心
に
、
時
間
や
費
用
負
担
の
軽
減

を
図
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
検
討

課
題
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問　

東
秩
父
村
の
各
公
共
施
設
の

契
約
電
力
は
適
正
で
す
か
。
平
成
22

年
度
の
各
施
設
の
契
約
電
力
、
年
間

最
大
電
力
量
（
月
）
、
最
大
値
の
電

気
料
金
（
月
）
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁　

公
共
施
設
の
電
力
契
約
に
つ

い
て
は
、
施
設
の
規
模
や
利
用
目
的

に
よ
っ
て
契
約
形
態
が
異
な
っ
て
い

ま
す
。
高
圧
電
力
に
よ
る
実
量
制
の

契
約
に
よ
る
も
の
が
、
役
場
庁
舎
、

東
西
小
学
校
、
中
学
校
お
よ
び
保
健

セ
ン
タ
ー
で
す
。
生
き
が
い
セ
ン
タ

ー
と
東
秩
父
村
ふ
る
さ
と
館
（
旧
大

内
沢
分
校
）
は
低
圧
電
力
と
従
量
電

灯
Ｃ
の
２
種
類
の
契
約
を
行
っ
て
お

り
、
旧
白
石
分
校
に
お
い
て
は
従
量

電
灯
Ｃ
の
契
約
の
み
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
平
成
22
年
度
の
各
公
共
施
設

の
契
約
電
力
等
は
別
表
の
と
お
り

で
す
。

栗
島 

正
道
議
員

質
問　

村
道
１
号
線
の
安
全
対
策
に

つ
い
て

（
内
容
）
東
小
学
校
と
和
紙
の
里
、

深
沢
の
交
差
点
ま
で
の
間
に
歩
道
が

な
く
、
大
変
危
険
で
す
。
歩
行
者
の

安
全
と
い
う
観
点
か
ら
、
村
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

答
弁　

こ
の
件
に
関
し
ま
し
て
は
、

平
成
21
年
12
月
15
日
の
議
会
で
、
歩

道
を
造
ら
な
い
の
で
は
な
く
、
造
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
答
弁
し
て

お
り
ま
す
。
自
転
車
歩
行
者
道
を
整

備
す
る
場
合
は
、
あ
る
程
度
の
幅
員

が
必
要
と
な
り
、
こ
の
区
間
に
は
東

京
電
力
の
鉄
塔
が
道
路
の
左
右
に
あ

り
、
そ
れ
を
回
避
す
る
こ
と
に
な
る

と
、
村
道
を
横
断
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
り
、
か
え
っ
て
危
険
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
鉄
塔
の
合
い
向
か
い

に
は
一
般
の
人
家
や
村
営
住
宅
も
建

設
さ
れ
て
お
り
、
実
施
は
困
難
な
路

線
状
況
で
す
。

質
問　

村
道
１
号
線
の
防
犯
灯
切
替

え
に
よ
る
節
電
効
果
に
つ
い
て

（
内
容
）
今
後
、
村
内
の
防
犯
灯
を

順
次
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
替
え
て
い
く
の
か
、

ま
た
、
村
道
１
号
線
で
現
在
ど
の
程

度
の
節
電
効
果
が
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

答
弁　

今
後
は
、
現
行
の
器
具
が
故

障
し
た
場
合
、
ま
た
、
新
規
設
置
な

ど
の
要
望
や
必
要
性
を
考
慮
し
、
予

算
の
範
囲
内
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
へ
の

切
替
え
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

節
電
効
果
に
つ
い
て
は
、
単
純
計
算

で
、
更
新
前
が
１
３
２
０
Ｗ
、
更
新

後
が
４
７
６
Ｗ
で
す
の
で
、
８
４
４

Ｗ
の
節
電
と
な
り
、
節
電
率
は
64
％

に
な
り
ま
す
。

福
島 

重
次
議
員

質
問　

中
学
校
の
武
道
教
育
に
つ
い

て（
内
容
）
平
成
24
年
度
か
ら
中
学
校

で
武
道
教
育
が
必
修
と
な
り
ま
す
。

今
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、
日
本
の
大

切
な
礼
儀
・
し
つ
け
等
の
文
化
が
充

分
に
伝
わ
っ
て
な
い
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
た
め
、
こ
の
教
育
を
充
実
し
、

心
身
と
も
に
成
長
さ
れ
る
教
育
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。

　

武
道
教
育
の
東
秩
父
村
教
育
委
員

会
の
指
針
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答
弁　

教
育
委
員
会
の
指
針
と
し
て

は
、
伝
統
文
化
教
育
は
重
要
な
課
題

と
と
ら
え
、
か
な
り
以
前
か
ら
本
村



で
は
柔
道
を
選
択
し
行
っ
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
球
技
な
ど
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
内
容
が
ほ
か
に
も
あ

り
、
全
体
の
体
育
の
中
で
は
冬
季
に

10
時
間
程
度
行
う
の
が
限
界
で
す
。

　

専
門
的
な
知
識
・
技
能
を
有
し
た

講
師
、
武
具
の
調
達
等
、
必
修
化
に

向
け
た
準
備
は
ど
う
で
す
か
。

答
弁　

現
在
、
体
育
教
師
の
１
人
が

有
段
者
で
す
。
柔
道
着
は
各
自
購
入

と
な
っ
て
お
り
、
畳
は
教
育
的
な
場

合
は
50
畳
で
す
が
、
本
村
で
は
周
囲

の
床
に
頭
を
ぶ
つ
け
る
こ
と
の
な
い

よ
う
70
畳
を
保
有
し
て
お
り
ま
す
。

　

全
員
の
教
員
に
も
武
道
教
育
を
し

て
万
全
を
尽
く
し
て
も
ら
い
た
い
。

答
弁　

教
職
員
に
強
制
す
る
こ
と
は

難
し
い
と
考
え
ま
す
。
た
だ
、
礼
儀

に
関
し
て
は
、
村
で
は
か
な
り
以
前

か
ら
取
り
組
み
、
評
価
を
得
て
い
る

と
考
え
ま
す
。
礼
節
に
つ
い
て
は
、

家
庭
で
の
教
育
が
最
も
効
果
的
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
保
護
者
の
方

々
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

質
問　

放
射
能
汚
染
に
つ
い
て

　

東
秩
父
村
の
放
射
能
汚
染
の
現
状

把
握
を
ど
う
行
っ
て
い
ま
す
か
。
ま

た
、
今
後
ど
の
よ
う
に
行
い
ま
す
か
。

答
弁　

東
小
学
校
で
計
４
回
測
定
さ

れ
た
空
間
放
射
線
量
の
結
果
は
、
健

康
に
影
響
な
い
数
値
と
の
こ
と
で
し

た
。
村
営
水
道
へ
の
影
響
に
つ
き
ま

し
て
は
、
放
射
性
ヨ
ウ
素
１
３
１
・

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
１
３
４
・
１
３
７

の
調
査
を
行
い
、
結
果
は
ど
れ
も
検

出
限
界
未
満
で
し
た
。

　

ま
た
、
農
産
物
に
つ
い
て
は
、
柴

観
光
果
樹
農
園
組
合
の
プ
ラ
ム
の
調

査
を
行
い
、
結
果
は
ど
れ
も
「
検
出

せ
ず
」
で
し
た
。

　

万
が
一
、
汚
染
さ
れ
た
農
産
物
が

出
て
出
荷
・
菜
食
で
き
な
い
場
合
の

生
産
者
お
よ
び
村
民
へ
の
指
導
、
補

償
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

答
弁　

汚
染
さ
れ
た
農
産
物
が
出
た

場
合
は
、
東
松
山
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

の
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
生
産
者
お

よ
び
住
民
に
対
し
、
周
知
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

補
償
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
、

米
な
ど
農
協
で
取
り
扱
っ
て
い
る
作

物
等
は
、
農
協
で
取
り
ま
と
め
、
そ

の
後
、
県
の
協
議
会
等
に
上
げ
て
い

き
、
東
京
電
力
に
請
求
す
る
よ
う
な

形
に
な
る
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、

農
協
で
扱
っ
て
い
な
い
作
物
等
に
つ

い
て
は
、
市
町
村
が
取
り
ま
と
め
、

請
求
す
る
流
れ
に
な
り
ま
す
。

　東日本大震災に伴う節電への対応のため、村内公共施設の利用について、利用時間の短縮など一部
利用の制限を行ってきましたが、今般の電力事情を勘案した結果、村民の皆さまの地域活動、文化ス
ポーツ活動を促進する観点から震災前の通常の利用形態といたします。ご不便をおかけいたしました
が、この間、皆さまのご協力に感謝申し上げます。
　なお、施設の利用にあたっては、不要な照明や過度な空調の利用はやめ、引き続き節電に努めてい
ただきますようお願いいたします。

◆通常の利用開始日　平成２３年１０月１日（土）
◆各施設の通常の利用時間等
　　コミュニティセンター「やまなみ」　　　　　午前９時～午後９時２０分（水曜日休館）
　　保健センター　　　　　　　　　　　　　　　午前９時～午後９時３０分（土・日・祝日休館）
　　高齢者生きがいセンター　　　　　　　　　　午前９時～午後９時
　　ふれあいセンター槻川　　　　　　　　　　　午前９時～午後９時
　　各学校の体育館　　　　　　　　　　　　　　午後７時～午後９時３０分
　　安戸グランド　　　　　　　　　　　　　　　午前８時～午後９時３０分
  
　なお、各施設の利用に関する問い合わせ先は次のとおりです。
　●コミュニティセンター「やまなみ」　　　　　　　総　務　課 　８２－１２５４
　●保健センター　　　　　　　　　　　　　　　　　保健衛生課 　８２－１７７７
　●高齢者生きがいセンター・ふれあいセンター槻川　産業建設課 　８２－１２２３
　●学校施設・体育施設・図書館　　　　　　　　　　教育委員会 　８２－１２３０

東秩父村公共施設の利用について

別表 平成22年度　東秩父村公共施設の契約電力等

施設名・契約形態

役場庁舎
高圧電力（実量制契約）

東小学校
高圧電力（実量制契約）

西小学校
高圧電力（実量制契約）

中学校
高圧電力（実量制契約）

高齢者生きがいセンター
低圧電力+従量電灯C

保健センター
高圧電力（実量制契約）

ふるさと文化伝習館分館
（旧白石分校）従量電灯C

ふるさと館（旧大内沢分校）
低圧電力+従量電灯C

契約電力 最大電力使用量/月 最大電気料金/月

4月～ 8月 54kw
9月～ 3月 57kw

4月～12月 55kw
1月～ 3月 54kw

    通年34kw

4月～ 8月 38kw
9月～ 3月 39kw

   通年23kw

4月～12月 72kw
1月～ 3月 62kw

       9kVA

4月～ 6月 5kw
7月～ 3月 21kw

8月　15,661kwh

2月　8,670kwh

7月　8,527kwh

7月　9,607kwh

8月　2,542kwh

2月　6,111kwh

1月　  112kwh

7月　  757kwh

8月 292,597円

9月 182,398円

7月 149,321円

7月 167,807円

8月   70,635円

8月  164,171円

1月  4,197円

1月  38,080円

（または保健センター
　　　８２－１５５７）



　

会
は
２
部
構
成
で
行
わ
れ
、
１
部

の
式
典
で
は
、
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た

方
20
人
お
よ
び
金
婚
を
迎
え
ら
れ
た

10
組
の
ご
夫
妻
の
う
ち
、
出
席
さ
れ

た
方
に
賀
状
お
よ
び
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
出
席
者
の
最
高
齢
は
、
男

性
は
保
泉
國
通
さ
ん
で
90
歳
、
女
性

は
關
口
タ
ケ
さ
ん
で
95
歳
で
し
た
。

　

ま
た
、
出
席
者
の
中
で
の
最
高
齢

の
男
女
お
二
人
に
そ
れ
ぞ
れ
花
束
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
式
典
に
際
し
、
出
席
者
を
代

表
し
て
安
戸
の
高
野
泰
司
さ
ん
か
ら

お
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
部
は
演
芸
の
部
と
し
て
８
団
体

（
別
記
）
に
よ
る
漫
談
や
歌
等
が
披

平
成
23
年
度
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

平
成
23
年
度
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
23
年
度
の
敬
老
会
は
、
９
月
18
日
に
保
健
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
行
わ
れ
、
対
象
者

（
75
歳
以
上
の
方
）
５
９
５
人
の
内
１
８
２
人
の
方
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

露
さ
れ
、
会
場
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が

送
ら
れ
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま

し
た
。

お礼の言葉を述べる
　　　高野泰司さん

結
婚
50
年
を
迎
え
ら
れ
た

ご
夫
妻          

（
敬
称
略
）

湯
の
木　
　
　

旭　
　
　

十
一
郎

関　

場　
　
　

江　

原　

モ　

ト

萩　

平　
　
　

若　

林　

は
く
子

　

宿　
　
　
　

青　

木　

清　

助

白　

石　
　
　

神　

田　

ト　

ミ

新　

田　
　
　

梅　

澤　

イ　

シ

湯
の
木　
　
　

旭　
　
　

き　

よ

落　

合　
　
　
　
　

田　

ヨ
ネ
子

落　

合　
　
　

石　

橋　

年　

枝

八
重
蔵　
　
　

鈴　

木　

宗　

松

　

宿　
　
　
　

栗　

原　

信　

夫

在
家
二　
　
　
　
　

野　

よ　

り

白
石
上　
　
　

田　
　
　

三　

二

帯　

沢　
　
　

山　

崎　

ま
さ
子

川　

下　
　
　

小
久
保　
　
　

文

内　

手　
　
　

保　

泉　

ア　

サ

米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方

　
　
　
　

         

（
敬
称
略
）

向　

堀　
　
　

江　

原　

嘉　

平

100
歳
を
迎
え
ら
れ
た
方

　
　
　
　

         

（
敬
称
略
）

内　

手　
　
　

保　

泉　

ア　

サ

皆　

谷　
　
　

関　

口　

文　

治

川　

上　
　
　

岩　

田　

マ
サ
子

皆
谷
中　
　
　

礒　

田　

ツ　

ネ

　

宿　
　
　
　

笠　

原　

祐　

吉

出
演
さ
れ
た
方

お
よ
び
団
体　

（
敬
称
略
）

・
す
み
れ
会
大
正
琴
安
戸
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
大
正
琴
）

・
杉
田　

次
郎　
　
　
　

（
漫
談
）

・
落
合
太
鼓
愛
好
会
・
内
手
自
治
会

　

太
鼓
愛
好
会　
　
　

（
和
太
鼓
）

・
足
立　

宗
助　
　
　
　

（
講
話
）

・
藤　

き
よ
み　

（
歌
謡
シ
ョ
ー
）

・
ス
イ
ー
ト
ハ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　

（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）

・
新
体
操
ク
ラ
ブ　
　

（
新
体
操
）

・
や
ま
い
ち
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会

　
　
　

（
歌
謡
シ
ョ
ー
）

結
婚
50
年
を
迎
え
ら
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　

皆
さ
ん

▲
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん

▲

　

新　

田　
　
　

鈴　

木　

大　

策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

照　

子

　

落　

合　
　
　

伊
豆
野　

友　

次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秩
壽
子

　

内　

手　
　
　

柴　

原　

幹　

夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

チ
カ
子

　

川　

上　
　
　

山　
　
　

正　

平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ハ　

ル

　

在
家
一　
　
　

根　

岸　
　
　

弘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
す
ゑ

　

上
ノ
貝
戸　
　

神　

田　

良　

平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

育　

子

　

新　

井　
　
　

福　

島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
仁
子

　

川　

上　
　
　

栗　

島　

鹿　

次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正

　

白
石
上　
　
　

鈴　

木　

正　

義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時　

江

　

帯　

沢　
　
　

瀧　

澤　
　
　

勇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き　

く



高齢者の肺炎球菌ワクチン
 予防接種費用を一部助成します
　肺炎球菌ワクチンは、肺炎の中でも最も多い

原因となる「肺炎球菌」によって起こる病気を

防ぐワクチンです。

・対象者　東秩父村に住所がある以下のすべて

　　　　　に該当する方

　　　　　・接種日に６５歳以上の方

　　　　　・初めての接種あるいは接種から５

　　　　　　年以上経過をした方

・接種期間　平成２４年３月３１日まで

・助成金額　４,０００円を限度（接種金額が

　　　　　　４,０００円未満の場合はその金額）

　　　　　※生活保護受給者は全額助成

・接種方法　医療機関に予約のうえ、直接受診

　　　　　　してください。

・申請方法　領収書と接種済証あるいは肺炎球

　　　　　　菌ワクチン予防接種をしたことが

　　　　　　わかるものを村の肺炎球菌ワクチ

　　　　　　ン予防接種費用助成金交付申請書

　　　　　　に添付して、保健衛生課または保

　　　　　　健センターに提出してください。

（対象者には直接、申請書等を送付します。）

問合せ　保健センター 　８２－１５５７

江
原
嘉
平
さ
ん
が
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た

　１０月から「子ども手当」が変わります。申請をお忘れなく！！
　　　　　　（これまで子ども手当を受け取っていた方も含め、全ての方が申請が必要です。）

　　　　　１０月分からの支給額は以下のように変わります。
　　【手当の月額】（平成２３年１０月分～平成２４年３月分）

　　・０歳～３歳未満　　　１５,０００円（一律）

　　・３歳～小学校修了前　１０,０００円（第３子以降は１５,０００円）

　　・中学生　　　　　　　１０,０００円（一律）

　　※１０月分～１月分の手当は平成２４年２月に、２月・３月分の手当は平成２４年６月に支払われます。

　申請が必要です

　１０月分からの子ども手当を受け取るためには、支給対象となる方かどうか審査しますので、こ

れまで受け取っていた方も含め、対象のお子さんを持つすべての方は、申請をしてください。

※該当する方には通知しますので、平成２４年３月３０日までに受給者の健康保険証の写しを添え

　て必ず申請してください。（公務員の方は勤務先へ申請）

　平成２４年３月３０日までに申請をすれば、１０月分からの手当を受けることができます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ　住民福祉課 　８２－１２２１　

中学校卒業前までのお子さんを持つ方へ

　

１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
た
御
堂
の
江
原
嘉
平
さ
ん
に
、

ご
長
寿
の
お
祝
い
と
、
多
年
に
わ
た
り
社
会
の
発
展
に
寄

与
し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
の
意
を
こ
め
て
、
内
閣
総

理
大
臣
か
ら
祝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

９
月
16
日
に
、
江
原
さ
ん
宅
に
お
い
て
、
若
林
全
村
長

か
ら
伝
達
さ
れ
、
ま
た
、
東
秩
父
村
社
会
福
祉
協
議
会
か

ら
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

江
原
さ
ん
は
、
「
つ
い
最
近
ま
で
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や

畑
仕
事
を
積
極
的
に
行
い
、
以
前
は
ア
ル
コ
ー
ル
も
毎
日

か
か
さ
ず
飲
ん
で
い
ま
し
た
。
今
も
好
き
嫌
い
な
く
、
食

事
を
お
い
し
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
家
族
や
地
域
の
皆

さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
」
と
元
気
の
秘
訣
を
話
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

　

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
い
て
く
だ
さ
い
！！



　

子
育
て
支
援
セ
ン
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ー
が
開
所
し
、

支
援
活
動
を
開
始
し
て
３
年
目
に
入

り
ま
し
た
。
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
開

所
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た
も
の
の
活
動
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針
や
内
容
の

検
討
が
未
熟
な
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ま
の
ス
タ
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ト
で
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り
、
保
育
士
間
に
共
通
理
解
が
形

成
さ
れ
な
い
ま
ま
試
行
錯
誤
の
毎
日

で
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り
ま
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。
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援
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え
る
基
本
は
、「
援
助
」
と
「
支
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の
違
い
を
明
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る
こ
と
で
し
た
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す
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す
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、

援
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は
あ
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。「
支
援
」
と
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子
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に
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の
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発
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で
き
な
い
状
況
か
ら
発
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２
年
目
に
な
っ
て
、
保
育
士
が
子

育
て
支
援
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考

え
る
よ
う
に
な
り
、
子
育
て
支
援
の

理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。
理
解
が
深

ま
る
こ
と
で
、
親
が
子
ど
も
の
反
応

に
自
ら
関
わ
り
、
子
ど
も
と
の
一
体

感
や
相
互
作
用
を
作
り
上
げ
る
営
み

が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
度
の
子
育

て
支
援
は
、「
援
助
」
か
ら
「
支
援
」

に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

９
月
７
日
の
『
遊
び
の
教
室
』
は
、

お
母
さ
ん
と
お
子
さ
ん
合
計
32
人
が

参
加
し
、
小
さ
な
ポ
リ
バ
ケ
ツ
を
利

用
し
た
太
鼓
と
片
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
バ

チ
作
り
を
し
て
太
鼓
を
た
た
い
て
楽

し
み
ま
し
た
。
１
歳
未
満
の
子
は
、

お
母
さ
ん
と
バ
チ
の
み
を
作
り
、
保

育
士
が
作
っ
た
太
鼓
で
楽
し
み
ま
し

た
。
お
母
さ
ん
方
は
「
親
子
で
の
制

作
を
楽
し
み
、
安
全
で
楽
し
い
活
動

で
し
た
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
14
日
の
『
の
び
の
び　

広
場
』
で
は
、
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
あ
り
が
と
う
」
と
感

謝
の
意
を
表
現
し
た
小
物
作
り
と
う

ど
ん
作
り
を
親
子
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

子
育
て
を
応
援
す
る
た
め
、
さ
ら

な
る
良
い
仕
組
み
を
作
る
よ
う
に
努

め
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
　
　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

 比企地区文化財めぐり 
 「松山城主上田氏ゆかりの地を歩く 東秩父村」
　東秩父村の自然を満喫しながら、上田氏ゆかりの地を訪ね、
中世の景観に触れ親しんでみませんか。
と　き　１１月１５日（火）午前９時３０分～午後３時（予定）
コース　安戸地区から御堂地区の文化財を徒歩で巡る約６Kｍ
　　　 （当日、天候等の事情によりコース変更もあります。）
　　　　安戸橋河原（午前９時30集合・開会式）→安戸宿跡→
　　　　山田氏屋敷跡・山田氏五輪塔群→安戸城跡→千部供養
　　　　板碑（大霊神社）→和紙の里（見学・昼食）→浄蓮
　　　　寺（上田氏菩提寺）→ふれあい広場（解散式:午後３時
　　　　予定）
携行品　ウォーキング可能な服装、弁当、雨具、その他必要と
　　　　思われるもの
定　員　２０名（参加費無料・雨天決行）
主　催　比企地区文化財振興協議会
その他　東秩父村公民館講座「歴史探訪講座４」との合同にな
　　　　ります。
申　込　10月28日（金）までに東秩父村教育委員会へお申し込
　　　　みください。　　８２－１２３０

ご存知ですか
 　「行政相談週間」
 ―１０月１７日（月）～２３日（日）―

　この週間は、行政相談制度を国民の皆さま

に利用していただくため、関係行事を全国的

に実施しています。当村でも、行政相談所を

開設して、相談をお受けしています。

日　　時　１０月１７日（月）午後１時～３時

場　　所　役場１階 中会議室

相談内容　福祉、道路、医療、保健、年金など

※上記以外でも、毎月定例相談所を開設して

います。また、行政相談委員は自宅でも相談

を受け付けております。当村の行政相談委員

は田中丈偉氏（　８２－０６１２）です。

◆行政苦情１１０番

　　　　　　　　０５７０－０９０１１０



東
秩
父
俳
句
会

白
石
短
歌
会

み
ど
う
の
杜
俳
句
会

東秩父村和紙の里　 82－1468

◎今後予定されているイベント

第１０回写友会作品展　
　　　　10月８日（土）～10日（月）
　　　会　場　製造所１階ギャラリー 
　　　主　催　東秩父写友会

■図書館からのお知らせ■
　図書館の改修工事が終わり、１０月１３日（木）より

開館します。ご協力ありがとうございました。

　また、１１月２日（水）の商工祭において、午前９時

３０分から午後４時まで、図書館において本のプレゼ

ント（リサイクル）を開催します。ぜひお越しくださ

い！！　　問合せ　８２－１２３０

日　　時　１１月１２日（土）午前１０時～１２時

場　　所　やまいち園芸駐車場 

内　　容　寄せ植えに必要な材料一式を用意していただき、

　　　　　植え方を学びます。

日　　時　１１月２６日（土）午前９時３０分～正午

場　　所　コミュニティセンター（やまなみ）調理室 

内　　容　少しの工夫で、簡単にできるおせち料理と重箱へ

　　　　　の並べ方などを学びます。

募集人数　村内在住または在勤の成人の方 １０名

『おせち料理教室』を開催します　
―楽しいお話を交えながらおいしいおせちを作りませんか―

募集人数　村内在住または在勤の方 １５名

参 加 費　１,０００円（ひと鉢分の材料費になります）

講　　師　栗島 正道 氏（やまいち園芸）

持 ち 物　ビニール手袋

申 込 み　１０月２８日（金）までに参加費を添えてお申し

　　　　　込みください。

問 合 せ　教育委員会事務局 　８２－１２３０

参 加 費　５００円（材料費）

講　　師　戸田 幸子 氏（小川町在住）

そ の 他　エプロン、タッパー（持ち帰り用）、筆記用具をご

　　　　　用意ください。

申 込 み　１１月４日（金）までに参加費を添えてお申し込

　　　　　みください。

問 合 せ　教育委員会事務局 　８２－１２３０

『寄せ植え教室』を開催します
　―家のまわりを花で飾ってみませんか―
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◆
江
原
嘉
平
様（
御
堂
）よ
り

　

東
秩
父
村
社
会
福
祉
協
議

　

会
へ
３
万
円
ご
寄
付
い
た

　

だ
き
ま
し
た
。

◆
渡
邉
京
子
様（
白
石
）よ
り

　

東
秩
父
村
社
会
福
祉
協
議

　

会
へ
２
万
円
ご
寄
付
い
た

　

だ
き
ま
し
た
。
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関 

口　

真 

優 

ち
ゃ
ん

ま　

ひ
ろ

生年月日　平成２２年９月７日

　　　　　　　（大字安戸）

お父さん：能　成 さん

お母さん：あけみ さん

　はじめまして！まひろです

　パパとママが「優しい子に育つよ

うに」って付けてくれた名前です。

　２人のお兄ちゃんも、私にとって

も優しいの。私って幸せ者ね

　

過
日
、
東
松
山
市
に
お
い
て
西
部

地
区
人
権
教
育
実
践
報
告
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
生
・
中
学
生
・
高
等
部
の
７

名
に
よ
る
人
権
作
文
発
表
で
す
。
小

学
校
２
年
生
の
「
こ
と
ば
は
大
切
」

を
聞
い
て
、
小
さ
な
子
ど
も
が
よ
く

こ
れ
ま
で
と
大
い
に
感
動
し
、
大
人

顔
負
け
で
し
た
。
ま
た
、
高
等
部
は

「
障
害
者
の
自
分
が
選
ん
だ
道
」
と
い

う
発
表
で
、
高
等
学
校
で
な
く
特
別

支
援
学
校
で
技
を
学
び
、
社
会
の
人

々
の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
こ
と
で

し
た
。

　

そ
し
て
、
分
科
会
「
高
齢
者
の
人

『
西
部
地
区
人
権
教
育
実
践
報
告
会
に
参
加
し
て
』

権
」
の
部
で
は
、「
小
学
校
の
人
権
教

育
の
推
進
」、「
公
民
館
で
の
人
権
教

育
の
基
本
的
な
考
え
」
と
い
う
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
多
く
の

皆
さ
ん
が
真
剣
に
考
え
て
い
る
大
き

な
問
題
で
あ
る
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

人
権
と
か
差
別
と
か
常
に
耳
に
し

て
い
る
こ
と
な
の
で
す
が
、
内
容
に

つ
い
て
深
く
考
え
た
こ
と
が
な
か
っ

た
こ
と
を
後
悔
し
て
お
り
ま
す
。

　

情
報
化
社
会
の
時
代
、
近
所
の
こ

と
、
先
代
の
人
の
こ
と
な
ど
を
な
い

が
し
ろ
に
し
て
、
政
治
、
社
会
、
教

育
が
悪
い
と
言
う
前
に
自
分
自
身
を

考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

毎
日
の
生
活
の
中
で
何
気
な
く
言

っ
た
言
葉
が
、
相
手
に
と
っ
て
忘
れ

が
た
い
苦
痛
に
な
っ
て
い
る
場
合
も

多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。
人
権
に
関

す
る
問
題
は
数
多
く
あ
り
、
解
決
す

る
の
は
難
し
い
こ
と
で
す
。

　

思
い
を
新
た
に
し
、
充
実
し
た
家

庭
生
活
を
守
り
、
他
人
と
の
ふ
れ
あ

い
を
大
切
に
し
、
思
い
や
り
の
あ
る

社
会
に
し
た
い
と
大
き
な
期
待
を
持

っ
て
進
ん
で
い
る
今
日
こ
の
頃
で
あ

り
ま
す
。

　

東
秩
父
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　

会　

長　

偕
家　

久
男

里親制度をご存じですか 
  ～熱意と豊かな愛情をもとめています～

【里親とは】
　里親とは、保護者の病気や家庭の事情など何らかの
理由で、親が子どもを育てられない場合に、一時的ま
たは継続的に子どもを預かり育てる人のことです。
　近年、親が育てられず保護を必要とする子どもたち
が増えています。
　子どもたちが健やかに育つためには、家庭の温かい
愛情のもとで過ごすことがとても大切です。今も多く
の子どもたちが家庭の温もりを求めています。里親と
して子どもたちのための親代わりになってみませんか。
【里親になるには】
　里親になるために、特別な資格は必要ありません。
里親に必要なものは、熱意と豊かな愛情、子育てに対
する深い理解、心身の健康、そして子育てにふさわし
い環境です。所定の研修を受講後、一定手続きを経た
上で、県知事が里親として認定、登録をします。
　詳しくは児童相談所にお問合わせください。
問合せ　川越児童相談所 　０４９－２２３－４１５２

10月から浄化槽の定期水質
検査制度が新しくなります
　浄化槽を使用されている方は「保守点検」、「清掃」

とは別に年１回の「定期水質検査」の受検が法律によ

り義務付けられています。１０月からの定期水質検査

では、浄化槽の正確な機能診断のため、検査項目に放

流水のＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）が追加されま

す（単独処理浄化槽は除きます）。

　また、家庭用の浄化槽（１０人槽以下）については、

県知事が指定した検査機関と提携した保守点検業者が、

採水などの定期水質検査の補助業務が行えるようにな

りました。まだ検査を受けていない方は、契約してい

る保守点検業者・清掃業者または知事指定検査機関に

連絡して検査の手続をしてください。

　なお、市町村設置型事業で設置された合併処理浄化

槽については、従来どおり村が検査依頼しますので、

あらためて手続きする必要はありません。

問合せ （社）埼玉県環境検査研究協会 

　　　　　 ０４８－６４９－５１５１



どこかで買う「タバコ」なら、タバコは「地元」で買いましょう！

産業建設課82ー1222・82ー1223・教育委員会82ー1230・保健センター82ー1557・地域包括支援センター82ー1116

10
月
は
村
県
民
税
第
３
期
の
納
期
で
す　

税
金
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

　　　　　　相 続・遺 言 書 セ ミ ナ ー
     ～東秩父村商工会・（社）秩父法人会東秩父支部共催～

日　時　１０月１８日（火）午後１時～３時

場　所　コミュニティセンター「やまなみ」集会室

内　容　 ・「相続税の基礎知識」財産を評価する、相続税の計算、相続税の申

　　　　　　告と納付

　　　　 ・「遺言のすゝめ」遺言の基本原則、遺言書の種類とメリット・デメ

　　　　      リット、遺言作成時の注意点、失敗しないための防止策など

人　数　３０名（申込み順） ※参加費は無料です。

申　込　電話またはＦＡＸ（平日午前9時～午後5時）

問合せ （社）全国相続協会 相続支援センター　2 4 - 2 4 9 7  F A X 2 2 - 3 6 9 1

     親子のふれあい「魚つりとみかん狩り大会」
日　時　１０月２３日（日）午前１０時３０分～午後３時頃

場　所　魚つり：水輪フィッシングセンター（大内沢３６９－２）

みかん狩り：見晴園（大内沢２６３）

内　容　ニジマスを釣って炭火で焼き、昼食を食べながら、親子のふれあい・

　　　　話し合いをし、昼食後はみかん狩りをします。

対　象　小・中学生と親子のペア２０組

費　用　１組２，０００円（参加費の一部を負担していただきます。）

その他　つり道具、昼食およびみかん狩りネットは会で準備します。

申　込　１０月５日（水）～１２日（水）（先着順）

電話またはFAXでお申し込みください。参加費は当日会場で申し受け

　　　　ます。

問合せ　比企明るい社会づくりの会事務局（帆刈）　・FAX２３－０７９５

　　 国民年金保険料控除証明書が送られます
　国民年金保険料は、所得税および住民税の申告において全額が社会保険料控

除の対象となります。その年の１月１日から１２月３１日までに納付した保険

料が対象です。この「社会保険料控除」をうけるためには、納付したことを証

明する書類の添付が義務付けられています。

  「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が日本年金機構から送付され

ましたら、年末調整や確定申告の際にご利用ください。

（ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、ご本人の社会保険料控除に加

えることができますので、ご家族あてに送られた控除証明書を添付のうえ申告

してください。）

●１１月に送付される方……平成23年1月1日から9月30日までの間、国民年金

　　　　　　　　　　　　　保険料を納付された方

●２月に送付される方………平成23年10月1日から12月31日までの間に、今年

　　　　　　　　　　　　　初めて国民年金保険料を納付された方

問合せ　住民福祉課 　８２－１２２１

村民マラソン大会参加者募集

期　日　１２月１８日（日）

会　場　ふれあい広場

受　付　午前９時～９時３０分

部　別　小学生・奨励・ファミリー

の部・中学生の部

申　込　奨励・ファミリーの部は当

日まで、小学生・中学生の

部は各学校ごとに申し込ん

でください。

その他　申込、詳細については後日

　　　　お知らせします。

　　　　健康に注意し、参加を予定

　　　　しておいてください。

問合せ　教育委員会 　８２－１２３０

木材・建具まつりを開催します

日　時　１０月１６日（日）

　　　　午前９時～午後３時

　　　 （雨天決行）

場　所　小川木材建具工業協同組合

内　容　子ども木工工作の展示、木

　　　　材・建具・木工品の展示等

＊金魚すくいや宝探し、焼きそばや

　豚汁の販売もあります！

問合せ　小川木材建具工業協同組合

　　　　　７２－１８３３

 看護学校で入学試験の
  出願受付を行います

　深谷大里看護専門学校では、社会

人入試・推薦入試の出願を受け付け

ます。

受付期間　１０月１１日（火）～

　　　　　　　２５日（火）

受 験 日　１１月４日（金）

問 合 せ　深谷大里看護専門学校

　　　　　　048－587－137 0

あいさい会からのお知らせ
　のびのびになっていました、ふれあ

い広場を活用したイベントやフリーマ

ーケットを下記のとおり開催しますの

で、皆さま方のご協力とご来場をお願

いいたします。

開催日　１０月２日（日）

時　間　午前１０時～午後３時

場　所　ふれあい広場

問合せ　あいさい会 会長　江原 國利

　８２－０７２９

　　　　　ＦＡＸ番号が変わりました

　９月より、下記施設についてＦＡＸ番号が変更となりましたのでお知らせします。

　　新ＦＡＸ番号

　　　 城山保育園　　　　　　　　　　　０４９３ー８２ー１２６７

　　　 保健センター　　　　　　　　　　
０４９３ー８２ー１５８７

　　　 地域包括支援センター

　　　 ふるさと館（旧大内沢分校）　　　０４９３ー８１ー１０７３　



※記事の問い合わせは　総務課82ー1226・82ー1254・税務課82ー1224・住民福祉課82ー1221・保健衛生課82ー1777

納
税
は
便
利
で
安
全
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　　　　　　  １０月の在宅当番医　
◎診療時間：午前9時～午後5時

心配ごと相談・行政相談
　合同相談所の開設
　日常生活でお困りの人は、相談所
を開設しますので、おでかけくださ
い。相談は無料で秘密厳守のうえ受
け付けています。
日　時　１０月１７日（月）
　　　　午後１時～３時
場　所　役場１階　中会議室
問合せ　社会福祉協議会　 82-1238
　　　　役場総務課　　　 82-1226

＊診療科目以外の受診については、他の医療機関を紹介することもあります。
   受診する際には、医療機関に電話連絡をしてください。

農地を農地以外に使用する場合には許可が必要です！

   ２日　上野診療所（内科・循環器科）　　　　　川島町　 049-297-6633

   ９日　榎本耳鼻咽喉科医院（耳鼻科）　　　　　東松山市　　22-3478 

１０日　武蔵嵐山病院（内科）　　　　　　　　　嵐山町　　　62-7282 

１６日　内田医院（内科・小児科）　　　　　　　小川町　　　72-0516

２３日　樺澤内科医院

　　　　（内科・小児科・循環器科・呼吸器科）　東松山市　　23-5813

３０日　福島医院（内科・外科・胃腸科）　　　　東松山市　　22-8050

　　　　ポリオワクチン投与を実施します
日　時　１０月４日（火）午後１時３０分～２時受付

場　所　保健センター

対象者　○ １回 平成２３年１月１日～同年６月３０日までの出生児

　　　　○ ２回 平成２２年７月１日～同年１２月３１日までの出生児

　　　　○ 前回までの対象者で何らかの事由により投与できなかった児

持参品　母子手帳・予診票

※ 個人通知いたします。

問合せ　保健センター 　８２－１５５７

　「膠原病の理解と治療」講演会を開催します

日　時　１０月１９日（水）午後１時～３時

場　所　さいたま共済会館

内　容　演題「膠原病の理解と治療

　　　　―全身性エリテマトーデス、強皮症、多発性筋炎・皮ふ筋炎―」 

講師　埼玉医科大学病院リウマチ膠原病科

　　　助教 中嶋 京一先生

定　員　先着１３０名（費用は無料です）

申　込　電話またはFAXでお申し込みください。

問合せ　埼玉県難病相談・支援センター　048-768-1161・FAX048-768-2305

こうげんびょう

職場でのトラブル　労働局が解決をお手伝いします
　解雇、配置転換、労働条件の引下げ、いじめ等による職場でのトラブルが増

加しています。

　トラブルの防止、迅速な解決を促進することを目的に、埼玉労働局では、次

の制度を用意して、無料で個別労働紛争の解決援助サービスを提供しています。

・相談コーナーでの情報提供、相談

・労働局長による助言

・紛争調整委員会によるあっせん（紛争当事者間の調整）

これらの制度を、ぜひご利用ください。

問合せ　埼玉労働局企画室 　０４８－６００－６２６２

　　　事業主の皆さんへ 労働保険のお知らせ
　労働保険料（労災保険・雇用保険）の第２期分の納期限は１０月３１日です。

納付書につきましては納期限の１０日前ごろに事業場に送付しますので、最寄

りの金融機関にて納付をお願いいたします。なお、納期限を過ぎての納付の場

合には延滞金を徴収することとなりますので、ご注意ください。

問合せ　埼玉労働局労働保険徴収課 　０４８－６００－６２０３　

県民手帳を販売します
 
●販売期間　１０月１８日（火）

　　　　　　～１２月２２日（木）

※埼玉県統計協会では、通年で販売

●手帳規格　価格 ５００円（税込）  

　　　　　　カラ―　

　　　　　　黒・グレイッシュブルー

●頒布場所　埼玉県統計相談室、村

　　　　　　役場、埼玉県県民活動

　　　　　　総合センター、

　　　　　　県内一部の書店等で販売

問合せ　埼玉県統計協会  

　　　　　０４８－８３０－２３３０

『バームクーヘンと木の
バッジづくり』を開催します
日　時　１０月29日（土） ～30日（日）

　　　  （29日午後２時～翌日午後２時）

場　所　県立小川げんきプラザ

対　象　県内の小・中学生とその保護者

内　容　バームクーヘンや木のバッジ

　　　　づくりをします。

申　込　１０月１日（土）～8日（土）

問合せ　小川げんきプラザ

　　　　　７２―２２２０

人権相談所を開設します
　家庭内のもめごと、近所とのいざ

こざ、土地問題、金銭貸借、差別、

こどものいじめ、その他日常生活で

お困りの方は、下記により人権相談

所を開設いたします。

　相談は、無料で秘密厳守のうえ、

受け付けています。

日　時　１０月６日（木）

　　　　午前１０時～午後３時

場　所　役場１階 中会議室

相談を受ける人

　　　　人権擁護委員

問合せ　総務課 　８２－１２２６



世帯と人口

※世帯と人口は９月１日現在、

その他は８月中のうごきです。

工事のお知らせ

世　帯　 １，１１６

人　口　 ３，３９４

　男　    １，６８２

　女       １，７１２

８月中の人口動態

転 入 ３　  転 出 ３　

出 生 ２　  死 亡 ２

問合せ　産業建設課　 ８２－１２２２

　現在、村内で発注されている道路および河川工
事です。ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解ご
協力をお願いいたします。

県発注工事
・森林管理道勝呂入山線（入山工区）開設工事
　　　　　　　　　　　　　　　　【安戸地内】
・舗装指定修繕工事（坂本工区）　　  【坂本地内】
・朝日根地すべり調査業務　【皆谷地内】
・地方特定道路（改築）整備工事（坂本工区その２） 
　　　　　　　　　　　　　　　　【坂本地内】
村発注工事
・村道２－４号（槻川南）線側溝整備工事
　　　　　　　　　　　　　　　　【御堂地内】
・村道２－６号（上ノ山）線側溝整備外工事
　　　　　　　　　　　　　　　　【坂本地内】
・村道２３９３号（栗和田）線側溝整備工事　
　　　　　　　　　　　　　　　　【坂本地内】
・村道２－７号（和知場）線舗装修繕外工事　
　　　　　　　　　　　　　　　【大内沢地内】

稲刈りを体験  ～小学５年生～

●「Ｔシャツ」 1枚：1,000円(税込)
背中部分に「わしのちゃん」がプリン

トされています。

カラー・サイズ

コバルトブルー…XS、S、M、L、XL、XXL

ライトグレー……XS、S、M、XXL

ライトブルー……L、XL

レッド……………XS、S、M、L、XL、XXL
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●「ポロシャツ」 1枚：1,600円(税込)
左腕部分に「わしのちゃん」がプリント

されています。

カラー・サイズ

ホワイト………XS、S、M、L、XL、XXL

サックス………XS、S、M、L、XL、XXL

ネイビー………XS、S、M、L、XXL

ブラック………XL

　９月１２日、みどりの学校ファーム推進事業の一環とし
て、御堂地内で東西小学５年生の児童が稲刈り体験を行い
ました。
　学校応援コーディネーター　　　　さん（御堂）の指導
のもとに、普段使い慣れない鎌を使いながら、みるみるう
ちに稲刈りが終了しました。子どもたちは積極的に取り組
み、友達同士で協力しながら、たくさんの稲を収穫し、気
持ちのよい汗をかいていました。
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